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１．はじめに 

埋立地内の地下水位は，圧密沈下対象である粘土層に作用する有効上載圧や，護岸背後に作用する全土圧と

密接に関わるため，圧密沈下量，護岸の安定性，液状化現象等，地盤に関わる種々の技術課題を検討する上で

非常に重要な要素である．しかしながら，設計指針等では，地盤内水位の設定値は明確に記載されていない．

この原因として，埋立地盤の物性，護岸形式により，地盤内水位が一義的に定まらないこと，また，水位計測

事例が少ないことが挙げられる．浚渫土砂処分場に建設された新北九州空港工事では，埋立完了後の地盤改良

工事段階から継続して地盤内水位計測を実施している．本報では，この地盤水位計測結果を報告する． 

２．埋立地盤および地盤内水位計測の概要 

 新北九州空港は，浚渫埋立期間が異なる苅田沖土砂処分場（埋立期間：約 18 年），新門司沖土砂処分場（埋

立期間：約 3 年）に建設された 1）．外周護岸は，主として置換砂またはサンドコンパクションパイルによる改

良地盤上のマウンド式護岸であり，砂礫等の排水性の良い材料で構成されている．埋立材料は，主として関門

海峡での航路浚渫土砂である．埋立完了時の地盤性状として，埋立層厚が約 15ｍ，自然含水比 wnが 100％～

250％，粘土分含有率 Cc が 50％以上，塑性指数 Ip が 100～140％の高含水状態にある高塑性粘土である．こ

の超軟弱地盤に対し，空港用地造成を目的とした載荷覆土およびプラスチックボードドレーンによる圧密促進

による地盤改良が実施された．圧密放置期間中はポンプ排水を実施し，圧密完了後はポンプ排水を停止して滑

走路等の空港施設が整備された．図-1 に示す苅田沖土砂処分上に位置する苅田工区，および新門司沖土砂処

分上に位置する１工区において，地盤改良途中および改良後の地盤内水位をフロート式水位計により計測した． 
３．地盤内水位の計測結果 

 両工区における地盤内水位計測結果を図-2(a),(b)に示す．苅田工区では，平成 13 年～平成 14 年の 2 年間

に，圧密沈下が約 4ｍ発生し，水位は降雨量と連動傾向を示しながら，圧密沈下量に応じて低下した．沈下収

束後は，ポンプ排水稼動中においても，水位は粘土面から約 3ｍ（DL+8m）の高水位状態となった．この原

因は，現場流出試験結果より，隣接する水位 DL+9m の苅田沖土砂処分場からの流入であることが判明したた

め，遮水シートパイルを施工した．シートパイル打設後は，ポンプ排水停止した後も，水位は低下し，粘土面

上端から+1ｍ程度のサンドマット位置で，降雨量と連動して移行した． 
 苅田工区より沈下量が大きい 1 工区では，平成 13 年中旬～平成 16 年中旬の 3 年間に，圧密沈下が約 6ｍ
発生した。地盤内水位は，沈下に応じて粘土面+1.5ｍ程度を保ちながら低下したが，平均潮位 M.W.L に達し

た後は水位は低下せず，ほぼ一定値を示した．また，ポンプ排水停止に伴い水位は急激に上昇し，その後，降

雨量と大きく連動しながら徐々に M.W.L に収束する傾向にあると考えられる． 
４．まとめ 

 排水性の良い材料で構成されるマウンド式護岸で囲まれた埋立地の地盤内水位計測結果から得られた知見

を次に示す．①埋立粘土上端面と地盤内水位の相関性が高い．②地盤内水位は降雨量に連動する傾向がある．

③粘土地盤上端面が M.W.L 以下の状況で，降雨等の水流入量が少ない場合には，地盤内水位は概ね M.W.L
に収束する傾向を示すと考えられる．今後も地盤内水位計測を継続し，確認する予定である． 

参考文献 1)江頭ら（2002）：浚渫土埋立地を利用した新北九州空港の建設に関する課題とその対策，土木学会論

文集，No.707/Ⅵ-55，pp.21-36
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図-2 月間降雨量と地盤内水位の計測結果 

図-1 水位計の平面位置図 

(a)苅田工区 

(b)1 工区 
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